
十
一

月
二

十
八

日

（
土
）
鹿
本
小
開
校
記

念
合
唱
祭
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
ど
の
学
年

も
最
後
の
仕
上
げ
に
子

ど
も
達
も
先
生
方
も
全

力
を
注
い
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
低
学
年
の
歌

声
や
言
葉
に
は
元
気
と

パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。

三
年
生
の
歌
声
は
高
学

年
レ
ベ
ル
で
と
て
も
き

れ
い
で
す
。
四
年
生
の

鹿
本
太
鼓
は
、
稲
田
豊

年
太
鼓
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
伝
統
を
創
り
あ

げ
、
迫
力
満
点
で
す
。

五
年
生
の
歌
声
は
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
レ
ベ
ル
で

す
。
そ
し
て
、
六
年
生
、

二
つ
の
「
ふ
る
さ
と
」

に
は
強
い
思
い
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
、

練
習
を
見
て
い
て
も
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
。

ど
の
学
年
も
本
当
に
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
学
年
の
歌
唱
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
た

山
鹿
小
学
校
ス
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
村
木

先
生
、
鹿
本
太
鼓
を
指

導
い
た
だ
い
た
中
満
様
、

鹿
子
木
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
も
職
員

も
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

子
ど
も
達
、
先
生
方
、

講
師
の
方
々
の
総
力
で

創
り
あ
げ
る
開
校
記
念

合
唱
祭
、
歌
声
も
凄
い

で
す
が
、
す
べ
て
の
発

表
に
「
鹿
本
は
ひ
と
つ

の
思
い
」
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
中
嶋

山
鹿
市
長
様
も
ご
参
観

に
来
ら
れ
る
予
定
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
に
、

人
数
制
限
の
参
観
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

心
に
響
く
合
唱
祭
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
楽
し
み

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
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ま
さ
し
く
鹿
本
は
ひ
と
つ

鹿
本
は
ひ
と
つ

校章

中嶋山鹿市長訪問
本校の挨拶をたくさん褒めて
いただきました!

11月2日（月）に、中嶋山鹿市長様と堀田教育長様

が本校の朝のあいさつ運動に参加され、児童一人ひと

りと教職員へ激励の言葉を頂きました。

雨の中の登校でしたが、いつも通り、元気な学校挨

拶、帽子を取って

の気持ちのよい挨

拶ができました。

市長様も喜ばれ、

たくさん褒めてい

ただきました。全

児童、全職員の励

みとしてこれから

も頑張ります。

11月12日に、１年生全員で日ノ岡山登山をしました。

日の岡山は、鹿本町唯一の山です。身近な登山として

賑わっていましたが、近年は荒れてしまっていました。

そこで、現鹿本高校３年生の古閑さんが日の岡山復活

プロジェクトを立ち上げ、地域の方々や仲間達で整備

し、登山ができるようになった山です。先輩達が大切

に守り抜いてきた山を後輩の１年生が登山しました。

古閑さんのおじいちゃんをはじめ、地域の方々、講師

の中島先生にもお出でいただき貴重な体験活動となり

ました。子ども達の気づきもいっぱいで大喜びでした。

最後には中島先生か

ら全員へプレゼント

も頂き、大満足でし

た。本当にありがと

うございました。そ

して、鹿本町の山、

日ノ岡山登山を本校

の伝統としていきま

す

故郷の山日ノ岡山登山山鹿市長あいさつ訪問

新たな伝統鹿本太鼓

中嶋山鹿市長様 みんなでゴール


